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「訪問看護計画書等の記載要領等について」の一部改正について

標記について、「訪問看護療養費に係る指定訪問看護の費用の額の算定方法の一部を改正する件」

（平成30年厚生労働省告示第48号）等が公布され平成30年４月１日より適用されること等に伴い、下

記の通知の一部を別添のとおり改正するので、その取扱いに遺漏のないよう貴管下の保険医療機関及

び審査支払機関に対し、周知徹底を図られたい。

記

別添 「訪問看護計画書等の記載要領等について」（平成12年３月31日保険発第62号・老健第71

号）の一部改正について



別添

「訪問看護計画書等の記載要領等について」

（平成12年３月31日保険発第62号・老健第71号）の一部改正について

１ 第一の１の(1)を次のように改める。

(1) 訪問看護計画書（以下「計画書」という。）及び訪問看護報告書（以下「報

告書」という。）は、別紙様式１及び２を標準として作成するものであるこ

と。ただし、精神疾患を有する者等を対象として指定訪問看護を行う場合にあ

っては、その特性を踏まえ別紙様式３及び４を標準として作成するものである

こと。

２ 第一の２の(1)の②及び④を次のように改める。

② 「看護・リハビリテーションの目標」及び「看護の目標」の欄について

主治医の指示書及び訪問による利用者の療養状況を踏まえて看護及びリハ

ビリテーションの目標を設定し、記入すること。

④ 「問題点・解決策」及び「評価」の欄について

看護及びリハビリテーションの目標を踏まえ、指定訪問看護を行う上での

問題点及び解決策並びに評価を具体的に記入すること。

３ 第一の２の(2)の②、④及び⑤を次のように改める。

② 「訪問日」の欄について

イ 指定訪問看護を実施した年月日を記入すること。

ロ 欄内の暦については、指定訪問看護を行った日を○で、１日に２回以上

訪問した日を◎で、長時間訪問看護加算又は長時間精神科訪問看護加算を

算定した日を□で囲むこと。また、精神科訪問看護報告書においては、30

分未満の訪問看護を実施した日に✓印をつけること。

④ 「看護・リハビリテーションの内容」及び「看護の内容」の欄について

実施した指定訪問看護の内容について具体的に記入すること。

⑤ 「家庭での介護の状況」及び「家族等との関係」の欄について

利用者の家族等の介護の実施状況、健康状態、療養環境等について必要に

応じて記入すること。精神疾患を有する者を対象として指定訪問看護を行う

場合にあっては、当該報告書中「家族等との関係」欄には、利用者と当該利

用者の家族、友人等との対人関係について記入すること。



４ 第一の２の(2)の⑥を⑨とし、⑥、⑦及び⑧として次のように加える。

⑥ 「衛生材料等の使用量および使用状況」の欄について

指定訪問看護における処置に使用した衛生材料等の名称、使用及び交換頻

度、1ヶ月間における使用量を記入すること。

⑦ 「衛生材料等の種類・量の変更」の欄について

衛生材料等の変更の必要性の有無について○をつけること。変更内容は、

患者の療養状況を踏まえた上で、処置に係る衛生材料等の種類・サイズ・量

の変更が必要な場合に記入すること。

⑧ 「情報提供」の欄について

訪問看護情報提供療費費の算定に係る情報提供を行った場合は、その情報

提供先と情報提供日を記入すること。

⑨ 「特記すべき事項」

前記の②から⑧までの各欄の事項以外に主治医に報告する必要のある事項

を記入すること。また、頻回に訪問看護を行った場合、提供した訪問看護の

内容についても記入すること。

５ 第一の２の(2)の⑨を⑩とし、次のように改める。

⑩ 継続して指定訪問看護を提供している者のうち、当該月に１回しか指定訪

問看護を実施しなかった場合には、(3)の①の記録書Ⅱの複写を報告書として

差し支えないこと。

６ 第一の２の(3)の①及び②を次のように改める。

① 利用者ごとに、初回訪問時等に把握した利用者の基本的な情報、主治医に

係る情報などを記入する記録書（以下「記録書Ⅰ」という。）及び訪問ごと

に記入する記録書（以下「記録書Ⅱ」という。）を作成すること。

② 記録書Ⅰには、訪問看護の依頼目的、初回訪問年月日、主たる傷病名、既

往歴、現病歴、療養状況、介護状況、緊急時の主治医・家族等の連絡先、指

定居宅介護支援事業所の連絡先、その他関係機関との連絡事項等を記入する

こと。

また、記録書Ⅱには、訪問年月日、病状・バイタルサイン、実施した看護

・リハビリテーションの内容等（精神科訪問看護に係る記録書Ⅱには、食生

活・清潔・排泄・睡眠・生活リズム・部屋の整頓等、精神状態、服薬等の状

況、作業・対人関係、実施した看護内容等）必要な事項を記入すること。

７ 別紙様式２及び別紙様式４を次のように改める。



別紙様式２ 訪問看護報告書

患者氏名 生年月日 明・大・昭・平 年 月 日
（ 歳)

要介護認 自立 要支援（１ ２） 要介護（１ ２ ３ ４ ５）
定の状況
住 所
訪 問 日 平成 年 月 平成 年 月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14 ８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 29 30 31

訪問日を〇で囲むこと。特別訪問看護指示書に基づく訪問看護を実施
した場合は△で囲むこと。１日に２回以上訪問した日は◎で、長時間訪
問看護加算を算定した日を□で囲むこと。
なお、右表は訪問日が２月にわたる場合使用すること。

病状の経
過
看護・リ
ハビリテ
ーション
の内容
家庭での
介護の状
況
衛生材料 衛生材料等の名称:（ ）
等の使用 使用及び交換頻度:（ ）
量および 使用量:（ ）
使用状況
衛生材料 衛生材料等(種類・サイズ・必要量等)の変更の必要性： 有 ・無
等の種類
・量の変 変更内容
更

情報提供 訪問看護情報提供療養費に係る情報提供先：（ ）
情報提供日：（ ）

特記すべき事項（頻回に訪問看護が必要な理由を含む）

上記のとおり、指定訪問看護の実施について報告いたします。

平成 年 月 日
事 業 所 名

管 理 者 氏 名 印
殿



別紙様式４ 精神科訪問看護報告書

患者氏名 生年月日 明・大・昭・平 年 月 日
（ 歳)

要介護認 自立 要支援（１ ２） 要介護（１ ２ ３ ４ ５）
定の状況
住 所
訪 問 日 平成 年 月 平成 年 月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14 ８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 29 30 31

訪問日を〇で囲むこと。精神科特別訪問看護指示書に基づく訪問看護
を実施した日は△で囲むこと。１日に２回以上訪問した日は◎で、長時
間精神科訪問看護加算を算定した日を□で囲むこと。30分未満の訪問看
護を実施した日は✓印をつけること。
なお、右表は訪問日が２月にわたる場合使用すること。

病状の経
過
看護の内
容

家族等と
の関係
衛生材料 衛生材料等の名称:（ ）
等の使用 使用及び交換頻度:（ ）
量および 使用量:（ ）
使用状況
衛生材料 衛生材料等(種類・サイズ・必要量等)の変更の必要性： 有 ・無
等の種類
・量の変 変更内容
更

情報提供 訪問看護情報提供療養費に係る情報提供先：（ ）
情報提供日：（ ）

特記すべき事項（頻回に訪問看護が必要な理由を含む）

上記のとおり、指定訪問看護の実施について報告いたします。

平成 年 月 日
事 業 所 名

管 理 者 氏 名 印



( 参 考 ）

「訪問看護計画書等の記載要領等について」

（平成12年３月31日保険発第62号・老健第71号・抜粋）

第一 訪問看護計画書等の記載要領について

１ 一般的事項

(1) 訪問看護計画書（以下「計画書」という。）及び訪問看護報告書（以下「報

告書」という。）は、別紙様式１及び２を標準として作成するものであるこ

と。ただし、認知症の高齢者の利用者若しくは精神疾患を有する者等を対象と

して指定訪問看護を行う場合にあっては、その特性を踏まえ別紙様式３及び４

を標準として作成するものであること。

２ 計画書等の記載要領

(1) 計画書に関する事項

② 「看護・リハビリテーションの目標」及び「看護の目標」の欄について

主治医の指示書及び訪問による利用者の療養状況を踏まえて看護及び・リ

ハビリテーションの目標を設定し、記入すること。

④ 「問題点・解決策」及び「評価」の欄について

看護及び・リハビリテーションの目標を踏まえ、指定訪問看護を行う上で

の問題点及び解決策並びに評価を具体的に記入すること。

(2) 報告書に関する事項

② 「訪問日」の欄について

イ 指定訪問看護を実施した年月日を記入すること。

ロ 欄内の暦については、指定訪問看護を行った日を○で、１日に２回以上

訪問した日を◎で、長時間訪問看護加算又は長時間精神科訪問看護加算を

算定した日を□で囲むこと。また、精神科訪問看護報告書においては、30

分未満の訪問看護を実施した日に✓印をつけること。

④ 「看護・リハビリテーションの内容」及び「看護の内容」の欄について

実施した指定訪問看護の内容について具体的に記入すること。

⑤ 「家庭での介護の状況」及び「家族等との関係」の欄について

利用者の家族等の介護の実施状況、健康状態、療養環境等について必要に

応じて記入すること。精神疾患を有する者を対象として指定訪問看護を行う

場合にあっては、当該報告書中「家族等との関係」欄には、利用者と当該利

用者の家族、友人等との対人関係について記入すること。



⑥ 「特記すべき事項」

前記の②から⑤までの各欄の事項以外に主治医に報告する必要のある事項

を記入すること。また、頻回に訪問看護を行った場合、提供した訪問看護の

内容についても記入すること。

⑥⑦ 「衛生材料等の使用量および使用状況」の欄について

指定訪問看護における処置に使用した衛生材料等の名称、使用及び交換頻

度、1ヶ月間における使用量を記入すること。

⑦⑧ 「衛生材料等の種類・量の変更」の欄について

衛生材料等の変更の必要性の有無について〇をつけること。変更内容は、患

者の療養状況を踏まえた上で、処置に係る衛生材料等の種類・サイズ・量の

変更が必要な場合に記入すること。必要量については、１ヶ月間に必要とな

る量を記入すること。

⑧ 「情報提供」の欄について

訪問看護情報提供療養費の算定に係る情報提供を行った場合は、その情報

提供先と情報提供日を記入すること。

⑨ 「特記すべき事項」

前記の②から⑧までの各欄の事項以外に主治医に報告する必要のある事項

を記入すること。また、頻回に訪問看護を行った場合、提供した訪問看護の

内容についても記入すること。

⑩⑨ 継続して指定訪問看護を提供している者のうち、当該月に１回しか指定

訪問看護を実施しなかった場合には、(3)の①の記録書Ⅱの複写を報告書とし

て差し支えないこと。

ただし、精神疾患を有する者を対象として指定訪問看護を行う場合にあっ

ては、当該報告書中「家族等との関係」欄には、利用者と当該利用者の家

族、友人等との対人関係、作業等の状況について記入すること。

(3) 記録書に関する事項

① 利用者ごとに、初回訪問時等に把握した利用者の基本的な情報、主治医に

係る情報などを記入する記録書（以下「記録書Ⅰ」という。）及び訪問ごと

に記入する記録書（以下「記録書Ⅱ」という。）を作成すること。

② 記録書Ⅰには、訪問看護の依頼目的、初回訪問年月日、主たる傷病名、既

往歴、現病歴、療養状況、介護状況、緊急時の主治医・家族等の連絡先、指

定居宅介護支援事業所の連絡先、その他関係機関との連絡事項等を記入する

こと。

また、記録書Ⅱには、訪問年月日、病状・バイタルサイン、実施した看護

・リハビリテーションの内容等（精神科訪問看護に係る記録書Ⅱには、訪問

先、食生活・清潔・排泄・睡眠・生活リズム・部屋の整頓等、精神状態、服



薬等の状況、作業・対人関係、実施した看護内容等）必要な事項を記入する

こと。



保険発第６２号

老 健 第 ７ １ 号

平成12年３月31日

（最終改正；平成30年３月26日保医発0326第６号）

都道府県民生主管部（局）

保 険 主 管 課 （ 部 ） 長 殿

国民健康保険主管課（部）長 殿

都道府県老人訪問看護主管部（局）

老人訪問看護主管課（部）長 殿

厚 生 省 保 険 局 医 療 課 長

厚生省老人保健福祉局老人保健課長

訪問看護計画書等の記載要領等について

訪問看護計画書及び訪問看護報告書に関する取扱いについては、「指定老人訪問看

護及び指定訪問看護の事業に係る人員及び運営に関する基準について」（平成６年９

月９日老健第268号、保発第101号）が通知されているところであるが、今般、訪問看

護計画書等に関する取扱いについては、新たに「指定訪問看護及び指定老人訪問看護

の事業の人員及び運営に関する基準について」（平成12年３月31日保発第70号・老発

第397号）により定められることとなったことに伴い、その具体的な記載要領等につい

ては下記のとおりとするので、了知の上、その取扱いに遺憾のないよう関係者に対し

周知徹底を図られたい。

なお、これに伴い、「老人訪問看護計画書及び訪問看護計画書等の記載要領等につ

いて」（平成６年９月９日老健第272号・保発第120号）は平成12年３月31日限り廃止

する。



記

第一 訪問看護計画書等の記載要領について

１ 一般的事項

(1) 訪問看護計画書（以下「計画書」という。）及び訪問看護報告書（以下「報

告書」という。）は、別紙様式１及び２を標準として作成するものであるこ

と。ただし、精神疾患を有する者等を対象として指定訪問看護を行う場合にあ

っては、その特性を踏まえ別紙様式３及び４を標準として作成するものである

こと。

(2) 訪問看護記録書（以下「記録書」という。）は、２の(3)に示すところに従

い、各訪問看護ステーションにおいて、利用者毎に作成すること。

(3) 訪問看護ステーションの管理者は、主治医からの訪問看護指示書（以下「指

示書」という。）、計画書及び報告書並びに記録書の内容について、助言、指

導、確認等十分な管理を行い、指定訪問看護の提供等に遺憾のないよう努める

こと。

２ 計画書等の記載要領

(1) 計画書に関する事項

① 「患者氏名」、「生年月日」、「住所」及び「要介護認定の状況」の欄に

は必要な事項を記入すること。

② 「看護・リハビリテーションの目標」及び「看護の目標」の欄について

主治医の指示書及び訪問による利用者の療養状況を踏まえて看護及びリハ

ビリテーションの目標を設定し、記入すること。

③ 「年月日」の欄について

計画書の作成年月日及び計画の見直しを行った年月日を記入すること。

④ 「問題点・解決策」及び「評価」の欄について

看護及びリハビリテーションの目標を踏まえ、指定訪問看護を行う上での

問題点及び解決策並びに評価を具体的に記入すること。

⑤ 「衛生材料等が必要な処置の有無」「処置の内容」「衛生材料等」及び

「必要量」の欄について

衛生材料等が必要になる処置の有無について○をつけること。また、衛生

材料等が必要になる処置がある場合、「処置の内容」及び「衛生材料等」に

ついて具体的に記入し、「必要量」については１ヶ月間に必要となる量を記

入すること。

⑥ 「備考」の欄について

利用者に対する訪問の計画、他の保健、医療又は福祉サービスの利用状況等

を記入すること。



(2) 報告書に関する事項

① 「患者氏名」、「生年月日」、「住所」及び「要介護認定の状況」の欄に

ついては、必要な事項を記入すること。

② 「訪問日」の欄について

イ 指定訪問看護を実施した年月日を記入すること。

ロ 欄内の暦については、指定訪問看護を行った日を○で、１日に２回以上

訪問した日を◎で、長時間訪問看護加算又は長時間精神科訪問看護加算を

算定した日を□で囲むこと。また、精神科訪問看護報告書においては、30

分未満の訪問看護を実施した日に✓印をつけること。

③ 「病状の経過」の欄について

利用者の病状、日常生活活動（ＡＤＬ）の状況等について記入すること。

④ 「看護・リハビリテーションの内容」及び「看護の内容」の欄について

実施した指定訪問看護の内容について具体的に記入すること。

⑤ 「家庭での介護の状況」及び「家族等との関係」の欄について

利用者の家族等の介護の実施状況、健康状態、療養環境等について必要に

応じて記入すること。精神疾患を有する者を対象として指定訪問看護を行う

場合にあっては、当該報告書中「家族等との関係」欄には、利用者と当該利

用者の家族、友人等との対人関係について記入すること。

⑥ 「衛生材料等の使用量および使用状況」の欄について

指定訪問看護における処置に使用した衛生材料等の名称、使用及び交換頻

度、1ヶ月間における使用量を記入すること。

⑦ 「衛生材料等の種類・量の変更」の欄について

衛生材料等の変更の必要性の有無について〇をつけること。変更内容は、患

者の療養状況を踏まえた上で、処置に係る衛生材料等の種類・サイズ・量の

変更が必要な場合に記入すること。

⑧ 「情報提供」の欄について

訪問看護情報提供療養費の算定に係る情報提供を行った場合は、その情報

提供先と情報提供日を記入すること。

⑨ 「特記すべき事項」

前記の②から⑧までの各欄の事項以外に主治医に報告する必要のある事項

を記入すること。また、頻回に訪問看護を行った場合、提供した訪問看護の

内容についても記入すること。

⑩ 継続して指定訪問看護を提供している者のうち、当該月に１回しか指定訪

問看護を実施しなかった場合には、(3)の①の記録書Ⅱの複写を報告書として

差し支えないこと。

(3) 記録書に関する事項

① 利用者ごとに、初回訪問時等に把握した利用者の基本的な情報、主治医に

係る情報などを記入する記録書（以下「記録書Ⅰ」という。）及び訪問ごと



に記入する記録書（以下「記録書Ⅱ」という。）を作成すること。

② 記録書Ⅰには、訪問看護の依頼目的、初回訪問年月日、主たる傷病名、既

往歴、現病歴、療養状況、介護状況、緊急時の主治医・家族等の連絡先、指

定居宅介護支援事業所の連絡先、その他関係機関との連絡事項等を記入する

こと。

また、記録書Ⅱには、訪問年月日、病状・バイタルサイン、実施した看護

・リハビリテーションの内容等（精神科訪問看護に係る記録書Ⅱには、食生

活・清潔・排泄・睡眠・生活リズム・部屋の整頓等、精神状態、服薬等の状

況、作業・対人関係、実施した看護内容等）必要な事項を記入すること。



別紙様式１ 訪問看護計画書

患者氏名 生年月日 明・ 大・昭・平 年 月 日
（ 歳)

要介護認 自立 要支援（１ ２） 要介護（１ ２ ３ ４ ５）
定の状況
住 所

看護・リハビリテーションの目標

年 月 日 問 題 点 ・ 解 決 策 評価

衛生材料等が必要な処置の有無 有 無
処置の内容 衛生材料(種類・サイズ)等 必要量

備考

上記の訪問看護計画書に基づき指定訪問看護又は看護サービスの提供を実施いたします。

平成 年 月 日

事 業 所 名

管 理 者 氏 名 印

殿



別紙様式２ 訪問看護報告書

患者氏名 生年月日 明・大・昭・平 年 月 日
（ 歳)

要介護認 自立 要支援（１ ２） 要介護（１ ２ ３ ４ ５）
定の状況
住 所
訪 問 日 平成 年 月 平成 年 月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14 ８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 29 30 31

訪問日を〇で囲むこと。特別訪問看護指示書に基づく訪問看護を実施
した場合は△で囲むこと。１日に２回以上訪問した日は◎で、長時間訪
問看護加算を算定した日を□で囲むこと。
なお、右表は訪問日が２月にわたる場合使用すること。

病状の経
過
看護・リ
ハビリテ
ーション
の内容
家庭での
介護の状
況
衛生材料 衛生材料等の名称:（ ）
等の使用 使用及び交換頻度:（ ）
量および 使用量:（ ）
使用状況
衛生材料 衛生材料等(種類・サイズ・必要量等)の変更の必要性： 有 ・無
等の種類
・量の変 変更内容
更

情報提供 訪問看護情報提供療養費に係る情報提供先：（ ）
情報提供日：（ ）

特記すべき事項（頻回に訪問看護が必要な理由を含む）

上記のとおり、指定訪問看護の実施について報告いたします。

平成 年 月 日
事 業 所 名

管 理 者 氏 名 印
殿



別紙様式３ 精神科訪問看護計画書

患者氏名 生年月日 明・ 大・昭・平 年 月 日
（ 歳)

要介護認 自立 要支援（１ ２） 要介護（１ ２ ３ ４ ５）
定の状況
住 所

看護の目標

年 月 日 問 題 点 ・ 解 決 策 評価

衛生材料等が必要な処置の有無 有 無
処置の内容 衛生材料(種類・サイズ)等 必要量

備考

上記の訪問看護計画書に基づき指定訪問看護を実施いたします。

平成 年 月 日

事 業 所 名

管 理 者 氏 名 印

殿



別紙様式４ 精神科訪問看護報告書

患者氏名 生年月日 明・大・昭・平 年 月 日
（ 歳)

要介護認 自立 要支援（１ ２） 要介護（１ ２ ３ ４ ５）
定の状況
住 所
訪 問 日 平成 年 月 平成 年 月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14 ８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 29 30 31

訪問日を〇で囲むこと。精神科特別訪問看護指示書に基づく訪問看護
を実施した日は△で囲むこと。１日に２回以上訪問した日は◎で、長時
間精神科訪問看護加算を算定した日を□で囲むこと。30分未満の訪問看
護を実施した日は✓印をつけること。
なお、右表は訪問日が２月にわたる場合使用すること。

病状の経
過
看護の内
容

家族等と
の関係
衛生材料 衛生材料等の名称:（ ）
等の使用 使用及び交換頻度:（ ）
量および 使用量:（ ）
使用状況
衛生材料 衛生材料等(種類・サイズ・必要量等)の変更の必要性： 有 ・無
等の種類
・量の変 変更内容
更

情報提供 訪問看護情報提供療養費に係る情報提供先：（ ）
情報提供日：（ ）

特記すべき事項（頻回に訪問看護が必要な理由を含む）

上記のとおり、指定訪問看護の実施について報告いたします。

平成 年 月 日
事 業 所 名

管 理 者 氏 名 印


